
協
定
締
結
の
検
討
経
緯

1当
社
は
、
総
合
建
設
業
と
し
て
主
に
マ
ン

シ
ョ
ン
を
手
掛
け
て
お
り
ま
す
が
、
も
と
も

と
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
建
築
、
販
売
を
手
掛
け

て
お
り
、
建
築
物
の
木
質
化
に
は
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
質

系
建
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
独
自
製
品
を
開
発

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
平
成
21
年

度
に
国
土
交
通
省
地
域
木
造
住
宅
市
場
活
性

化
推
進
事
業
で
開
発
し
た
〝
吊
っ
て
移
動
・

連
棟
・
連
結
〞
で
き
る
木
造
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

「
レ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
」で
す
。
日
本
で
初
め
て
吊
っ

て
移
動
で
き
る
木
造
建
築
物
と
し
て
、
自
治

体
様
を
は
じ
め
、
各
所
で
導
入
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
木
造
軸
組
工
法
用
の
耐
力

壁
「
タ
フ
ボ
ー
ド
」
も
開
発
し
ま
し
た
。

商
品
の
一
つ
で
あ
る
「
タ
フ
９
０
０
」
は
、
壁

　

２
０
２
１
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

12

レブユニット

タフボード

倍
率
４
・
５
倍
の
国
土
交
通
大
臣
認
定
を
受

け
、
現
在
多
く
の
建
築
物
で
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
レ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
「
タ
フ
ボ
ー
ド
」

を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た
の
が
、「
在
来
軸
組
パ

ネ
ル
構
法
」
で
す
。
木
造
軸
組
工
法
を
ベ
ー

ス
に
６
工
種(

床
・
外
壁
・
間
仕
切
・
天
井
梁
・

小
屋
・
屋
根)

を
完
全
に
パ
ネ
ル
化
す
る
こ
と

で
、
施
工
の
省
力
化
と
短
工
期
を
実
現
し
、

そ
の
可
搬
性
か
ら
、
離
島
で
も
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。「
在
来
軸
組
パ
ネ
ル
構
法
」
は
、
職

人
の
減
少
対
策
の
み
な
ら
ず
、
国
産
木
材
を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
国
内
林
業
の
活
性
化
、

ま
た
、
パ
ネ
ル
を
工
場
生
産
す
る
こ
と
に
よ

る
施
工
精
度
の
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
商
品
を
中
心
に
よ
り
一
層

の
木
材
利
用
の
促
進
を
図
ろ
う
と
、
令
和
４

年
３
月
に
農
林
水
産
省
と
建
築
物
木
材
利
用

促
進
協
定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
在
来
軸
組
パ
ネ
ル
構
法
」
で

木
造
建
築
の
メ
リ
ッ
ト
を
訴
求

株
式
会
社
ア
ク
ト
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協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

2

協
定
に
基
づ
く
取
組

3

外壁パネルの施工

　

協
定
で
は
、
自
社
開
発
の
木
質
系
建
材
商

品
の
普
及
と
、
従
来
の
建
築
事
業
に
お
け
る

木
質
化
の
推
進
を
掲
げ
、
次
の
構
想
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

❶　

国
産
材
の
使
用
率
が
高
く
、
木
材
使
用

　

量
の
多
い
「
在
来
軸
組
パ
ネ
ル
構
法
」
の

　

周
知
と
全
国
へ
拡
大
す
る
。

❷　

建
築
事
業
に
お
い
て
、
施
主
へ
木
造
化
・

　

木
質
化
の
提
案
を
進
め
る
。
自
社
製
品
を

　

活
用
し
な
が
ら
、
住
宅
の
ほ
か
、
店
舗
、

　

工
場
等
非
住
宅
建
築
物
に
、
国
産
材
活
用

へ
の
道
を
拓
い
て
い
く
。
ま
た
、
構
造
以
外

　

で
も
、内
装
材
の
木
質
化
、木
質
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
提
案
し
、
木
材
の
利
用
促
進

　

に
努
め
る
。

❸

利
用
す
る
木
材
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ー
ン

　

ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
登
録
木
材
関
連
事
業

　

者
に
よ
り
合
法
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
を

利
用
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
貢
献
し
て
い
く
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
構
法
は
、
従
来
の
パ
ネ
ル
工

法
が
抱
え
て
い
た
パ
ネ
ル
工
種
の
限
定
、
特

殊
車
両
で
し
か
運
搬
で
き
な
い
等
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
、
木
造
軸
組
工
法
の
６
工
種
す
べ

て
を
パ
ネ
ル
化
し
、
汎
用
車
両
で
の
運
搬
を

可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
東
京
都
御
蔵
島
村
で
の
職

員
住
宅
を
皮
切
り
に
、
東
京
都
青
ヶ
島
村
で

の
ヘ
リ
待
合
所
、
戸
建
て
住
宅
を
手
掛
け
、

可
搬
性
、
施
工
性
、
圧
倒
的
な
短
工
期
を
実

今
後
の
抱
負

4

協
定
制
度
へ
の
期
待

5

小屋組パネルの施工

「在来軸組パネル構法」の外観

13

証
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
完
成
度
を
高
め
る
た
め
、
現

在
大
阪
公
立
大
学
と
共
同
の
研
究
開
発
を
進

め
て
お
り
、
今
後
も
「
在
来
軸
組
パ
ネ
ル
構

法
」
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

協
定
締
結
後
、
昨
年
12
月
ま
で
に
木
造
化
・

木
質
化
で
手
掛
け
た
物
件
は
21
件
あ
り
、
木

材
使
用
総
量
は
２
３
０
・
５
㎥
と
な
り
ま
し

た
。
協
定
期
間
３
年
間
で
の
木
材
使
用
量
の

目
標
を
６
０
０
㎥
と
し
て
お
り
、
現
在
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
生
産
時
に
発
生
す
る
端
材

を
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
販
売
し
、
そ
の
収
益

を
全
額
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

大
阪
公
立
大
学
と
共
同
の
研
究
開
発
を

進
め
、
現
在
低
層
の
建
築
物
中
心
な
の
を

さ
ら
に
中
高
層
に
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定

で
す
。
木
造
建
築
に
は
ま
だ
ま
だ
大
き
な

可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
技
術
も
日
進
月
歩

で
す
。
当
社
は
、
木
造
建
築
の
強
さ
と
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
木
材
利

用
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
国
内
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
が
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
安
定
し
た
木
材

調
達
は
、
未
だ
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

本
協
定
制
度
が
、
物
流
の
送
り
手
と
受
け

手
の
間
の
考
え
方
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
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